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千鳥ヶ淵は、日本の象徴である皇居一帯や江戸城跡の一部であり、また、

都心の貴重な水と緑の場で、サクラの名所にもなっていますが、最近は水

質、景観などに課題も生じています。 

今後水質については改善される見込みで、これを機会に、生物、景観、

利用などいろいろな面から千鳥ヶ淵の将来像と実現の道筋について専門家

や一般市民まで参加し検討を行い、構想「千鳥ヶ淵環境再生プラン」をつ

くりました。 

このプランは、北の丸公園など千鳥ヶ淵の周囲も含み、関係する様々な

人々の参加によって実現するものです。 

１．千鳥ヶ淵環境再生プランとは 

〔環境再生プランの対象となる地域〕 
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〔浮世絵に描かれた濠・堤の様子〕 

「糀町一丁目山王祭ねり込み」 

 

現在の半蔵濠付近での山王祭りを描いた

もの。 

濠を描いた浮世絵では、堤塘斜面には 

草地にマツなどが見られる。 

 

出典：歌川広重「名所江戸百景」（安政3-5 

（1856-1858）年）（国立国会図書館所蔵） 

 

〔航空写真で見た千鳥ヶ淵周辺〕 

昭和 22～23（1947～1948）年撮影 

 

現在の北の丸地区には、近衛師団兵営地 

跡が残され、外周には樹林がみられる。 

 

 

 
出典：国土地理院撮影の空中写真 

千鳥ヶ淵は、もともとは、江戸城が築かれたのに伴って、小さな川をせ

き止めたため池としてつくられ、その後、江戸城を囲む濠の一部となりま

した。 

濠の堤、石垣、門などは今もその姿を留めていますが、濠の周辺は、時

代とともに姿を変え、例えば、徳川御三卿の田安家、清水家の屋敷があっ

た北の丸は、その後近衛連隊駐屯地となり、今は、北の丸公園として公開

されています。 

また、この地域一帯は、明治以降サクラの名所として親しまれています。 

２．千鳥ヶ淵周辺の今と昔 
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水質 

千鳥ヶ淵の水質は、江戸時代には飲料や生活用水として利用されるほど良好で

したが、昭和 40 年以降、玉川上水からの水の供給がなくなったことや、下水道

からの雨天時の越流などにより水質の悪化が進んでいます。 

平成 7年からは、濠水浄化施設により一定の効果は得られましたが、千鳥ヶ淵

ではアオコの大量発生の解消には至っていません。 

今後、平成27年度までには下水道からの雨天時の越流は防止される見込みで、

環境省も新しい濠水浄化施設の整備などの対策を進めています。 

これにより今後、アオコの大量発生は解消される見込みですが、環境省ではそ

の後も水質の安定化と水環境の再生に向けて中長期的な取組を進めていく予定で

す。 

 

〔皇居外苑濠水質改善計画（平成22年 3月）による施策効果イメージ〕 
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生物にとっての環境 

千鳥ヶ淵周辺は、豊かな自然のある皇居の森に隣り合っています。また、牛ヶ

淵には、昔からこの地域に自生していた可能性のあるヘイケボタルなど様々な種

類の生物がいます。また、千鳥ヶ淵の石垣には天然記念物のヒカリゴケが生育し

ています。これらの生物は、石垣など史跡として守られてきた環境に生きてきた

という面もあります。 

一方、現在の千鳥ヶ淵の濠の中には、限られた種類の生物しかおらず、生物に

とって豊かな環境とはいえない状況です。 

水辺については、牛ヶ淵などの貴重な生物を守りながら、千鳥ヶ淵などの周囲

の環境を改善し、森や草地については、皇居の森と一体となった環境作りが今後

の課題といえます。 

 

〔千鳥ヶ淵、牛ヶ淵、北の丸などに生息・生育する生き物〕 

  
ヘイケボタル ヒカリゴケ ジュズカケハゼ 

 
ヒヨドリ オオシオカラトンボ ベニイトトンボ 
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景観 

千鳥ヶ淵周辺は、江戸や明治の頃から景勝の地として知られていました。今は、

皇居の森と一体となった水と緑の景観、濠、石垣、門などの江戸城以来の歴史的

な景観に特徴があります。 

また、千鳥ヶ淵のサクラは、首都圏でも有数のサクラの名所となっていますが、

道を歩きながら、目の前から遠くの背景まで、あるいは、頭の上から、見下ろし

た濠端まで刻々と変化するサクラの景観は他に類を見ないものであり、また、明

治以来のソメイヨシノを主体としたサクラの名所としてこの地域の伝統を引き継

ぐものと言えます。 

一方で、周囲の景観の変化、サクラの樹勢維持などの問題もあります。 

 

〔千鳥ヶ淵周辺で見られる特徴的な景観〕 

   

 

利用（公園緑地、行楽地としての利用） 

千鳥ヶ淵周辺は、江戸時代から景勝地として知られていましたが、明治時代に

九段坂周辺が行楽地として賑わい、サクラの名所としても多くの人が訪れるよう

になりました。 

戦後には、北の丸公園、千鳥ヶ淵緑道が整備され、日本武道館、科学技術館の

開館などにより、都心の憩いの場として定着していきました。 

また、周辺地域とともに首都圏有数のサクラの名所となっていますが、サクラ

の時期以外の幅の広い利用が今後の課題となっています。 

 

〔様々な利用の様子〕 
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基本的な目標像 

 

皇居外では、日本の象徴としての皇居一帯の美観、雰囲気を保つことが非常に

重要です。近年、皇居の森の自然の豊かさが評価されるようになり、そのことが

皇居の持つ象徴性の一つととらえられるようになってきました。 

千鳥ヶ淵周辺は、皇居の森と隣り合っていますが、この場所の自然が、皇居の

森と一体となり、支え合う存在となることは、皇居の象徴性を保つことになると

考えます。 

 

また、千鳥ヶ淵周辺は、他にも、歴史、文化など様々な魅力を持っていますが、

サクラの名所としての存在感の大きさに対して、他の面の知名度が低い部分があ

ります。 

そこで、多くの人にこの場所の魅力を知ってもらえるようにすることも重要で

す。 

 

サクラについては、景観的にも優れ、名所として定着していることから、サク

ラを良い状態で維持することは重要な目標です。同時に、サクラに対する考え方

は、時とともに変わりうるものなので、その時代、その時代でサクラのあり方に

ついて考えていくことが重要です。 

 

 
皇居の森 

現在の皇居には、豊かで多様な自然環境が広

がっている。中でも吹上御苑の森は、江戸時代

以降に庭園樹として植栽された木に、本来この

地に自生する樹木が加わって豊かな樹林地に

被われている。 

皇居の森の一部では、多様な生物相に恵まれ

た、関東平野に本来あったものに近い自然環境

の状態を見ることができると考えられている。 

 我が国の象徴としての皇居の森と一体化した森と水といきものの空間 

 象徴性、歴史性が継承され、見て、識ることのできる場所 

 サクラなど時代時代の景観、利用と象徴性、歴史性との共存 

３．目指す姿と道筋 
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目指す姿と実現の道筋 

＜水質＞ 

皇居外苑濠の水質については、これまで、アオコの大量発生を防止することを

目的に対策を行っており、今後もそれを目標としています。 

現在、環境省と東京都は連携して濠の水質改善に取り組んでおり、新しい濠水

浄化施設の運用と、東京都の下水道からの雨天時の越流は防止によって徐々にア

オコの大量発生は解消される見込みです。 

一方で、その後も濠の水質の安定化や水環境の再生のため、追加的な取組が必

要となると考えられます。 

このため、環境省では、濠の一時的な水抜きなどによる濠底にたまった泥の対

策、雨水や湧水を活用した周辺からの水の供給、水生植物による自然浄化などの

中長期的な対策に取り組んでいく予定です。 

 

＜生物＞ 

●目標像 

○「皇居の森」と一体的となり、皇居の森と支え合う存在、周囲に生き物を広げ

ていく源となっていることを目指します。 

 “アオバズクの棲む森、オオタカの棲む森” 

○牛ヶ淵だけでなく、千鳥ヶ淵、北の丸の池に、水生植物、昆虫、魚類、水鳥な

どの多様な生き物が棲んでいることを目指します。 

 “オシドリやホタル、トンボの棲む水辺” 

○石垣などの歴史的な遺産ともに守られてきたホタル、ヒカリゴケ等の貴重な種

が、それら棲んでいる歴史的な環境とともに保全されることを目指します。 

○この環境再生では、様々な生物が一緒になって棲んでいることが重要ですが、

そういった目指している環境になっているかどうかがわかるシンボルとして次

の様な生き物があげられます。 

 （水域）・トンボ類 ・ヘイケボタル ・沈水植物※ ・オシドリ 

 （陸域）・ヒカリゴケ ・アオバズク ・オオタカ 

 

※沈水植物とは、エビモ、ツツイトモといった葉や茎全体を水中に沈めて生活し、ヒ

マワリなどのように花をつける植物。水質悪化や開発のために絶滅のおそれがある

種類も多い。適切な管理を行うことで水質の浄化にも役立つと言われる。 
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〔千鳥ヶ淵の生物環境再生のイメージ〕 

 

●実現のための道筋 

○牛ヶ淵には、ヘイケボタルなどの多様な生物が棲む環境となっているため、こ

の環境を保護、改善します。千鳥ヶ淵や北の丸公園内池などでも、環境を改善

し、多様な生物が棲むことができようにします。 

○このため外来生物の駆除などに取り組むとともに、石垣等の史跡に影響を与え

ない範囲で浅瀬の造成などを行って、生物の棲む環境を改善します。 

○北の丸公園等で皇居の森のような樹林に導く管理を行うとともに、代官町通り

土手や濠の堤の草地など様々な環境を維持、創造します。 

○ヒカリゴケが石垣とともに、良好に保全できる方法を検討し、実行します。 

エビ・魚類 

浮島の植物群落 

堤の樹木・草地 オシドリ等 

淡水性貝類 沈水植物 

浅瀬の 
ヨシなど 

ヘイケボタル 

トンボ類 
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＜景観（サクラを含む）＞ 

●目標像 

○皇居の森と一体となり、常緑広葉樹の林、雑木林、明るく開けた草地など多様

な環境が、生物とともに見ることができる景観を目指します。 

○江戸城の濠や門、近代の近衛師団本部跡など様々な時代の歴史が共存し、周辺

の植栽や設置物も歴史的景観に配慮された景観になっていることを目指します。 

○千鳥ヶ淵のソメイヨシノが良い状態で維持・継承され、現在の変化に富んだサ

クラの景観が維持、改善されることを目指します。 

○サクラ以外にも、季節感のある植栽が行われ、国民公園にふさわしい景観が形

作られることを目指します。 

○戦後の急速な都市建設の中で、景観に影響を与えてきた道路、建物などが、千

鳥ヶ淵周辺の景観に配慮したものに改善されていることを目指します。 

 

●実現のための道筋 

○生物環境の再生により、皇居の森と一体となった景観づくりを進めます。 

○濠や石垣、近代以降の遺構も含め、史跡を適切に保存します。 

○生物環境の再生、歴史的景観の保全にとって好ましい植物の植栽、好ましくな

い植物の伐採、移植等を進めるとともに、歴史的景観や主な展望地の見晴らし

を維持するための植物の管理を行います。 

○サクラの優れた景観を守るため、過密に植栽されている状態を改善するなどし

て、個々のサクラの樹勢を維持、改善していきます。また、サクラ以外の四季

折々の緑地景観もつくります。（以下の図を参照） 

○代官町通り土手では、現在の野趣に富んだ雰囲気を大切にして、明るく開けた

景観づくりをすすめます。 

○周辺地域の建物、道路について、東京都、千代田区などと協力して対応してい

きます。 

 

〔サクラ健全化のための樹木密度調節方法のイメージ〕 

現状：植栽が過密で 

健全でない個体も多い 

将来：樹間の確保により 

健全化 

枯損木等の伐採 
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＜利用＞ 

●目標像 

○千鳥ヶ淵周辺が、皇居と一体となった自然、積み重ねられた歴史性が引き継が

れている場所となることを目指します。また、サクラや様々な季節の植物を楽

しむことのできる場所となっていることを目指します。 

○以上のような千鳥ヶ淵周辺の魅力が内外の多くの人に知られていて、何度もこ

の場を訪れ、体験し、理解を深めることのできる場所となっていることを目指

します（フィールドミュージアムの形成）。 

○サクラの時期だけではなく、四季を通じて多くの人が訪れ、環境教育などの時

代、社会に合った利用が行われている場所となっていることを目指します。 

 

●実現のための道筋 

○千鳥ヶ淵周辺の魅力を多くの人に知ってもらい、興味に沿った利用を四季折々

にできるようにするため、この場所の魅力の情報発信、歩道、標識などの利用

のための施設の改修、ガイドツアーや環境教育などを行うための情報やプログ

ラムの整備、人材育成の支援などを行います。 

○また、現在、既に千鳥ヶ淵をほぼ周回できる歩道があり、千鳥ヶ淵周辺の魅力

がつまったコースといえますが、散策コースとしてあまり知られていません。 

○この周回コースを利用の推進のモデルコースとし、情報発信や歩道、標識の改

修等を進めます。 

 

 
〔ガイドツアーによる利用イメージ〕 
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目指す姿（区域編） 

①  千鳥ヶ淵（濠内） 

・水質が改善され、首都高速南側を中心に、エビモ、ツツイトモなどの水生植物

が豊かに育ち、創出された浅瀬では、トンボ、ホタルなど様々な水生生物やオ

シドリなどの水鳥が見られる場となっている。 

・一方で、首都高速の北側では、従来のボート場の利用が続けられ、ボートから

はサクラの季節にはソメイヨシノの景観を楽しむことができる。ボート場の近

くでは、濠の生物について身近に観察できる場所ができている。 

＜将来イメージ＞ 
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② 千鳥ヶ淵南側（代官町通り沿い堤塘） 

・北の丸公園、牛ヶ淵とともに皇居の森との一体性が重んじられる場所。 

・千鳥ヶ淵の首都高速南側の水面から代官町通りの土手にかけて、様々な生物の

棲む環境が形成され、代官町通りを挟み、生物の往来、景観の一体性が確保さ

れている。 

・代官町通り沿いの土手については、皇居の森との接点としての様々な生物の棲

む場所、移動の場となっており、景観的には野趣に富んだ開けた雰囲気が活か

され、眺望や散策の場としても多くの人に親しまれている。 

＜将来イメージ＞ 
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③ 千鳥ヶ淵西側・東側（千鳥ヶ淵緑道側堤塘・北の丸公園側堤塘） 

・堤上の緑道からのサクラの景観が主役の場所。すぐそばから濠の向こうまでの

緑が折り重なる眺望が形成されている。堤のソメイヨシノは、適度な間隔で配

置され、花つきは健全に維持され、史跡としての濠を損ねない状況になってい

る。 

・ボート場付近には、身近な自然とのふれあいのできる場が整備され、千鳥ヶ淵

周辺に生息・生育するホタル、トンボなどの生き物が観察できる環境教育の拠

点となっている（①の再掲）。 

＜将来イメージ＞ 
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④ 牛ヶ淵 

・ヘイケボタル、トンボ類、水生植物、水鳥など様々な生き物が安定して棲むこ

とのできる環境となっている。 

・ヘイケボタルについては、すみかが確保され、夜間の光環境も配慮され、安定

的な生息数を維持している。 

 

 

＜将来イメージ＞ 
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⑤ 北の丸公園 

・北の丸公園をつくった当時のデザインが尊重されながらも、皇居内に見られる

ような常緑広葉樹林、雑木林、明るい草地などの多様な緑地が広がり、豊かな

生物のすみかとなり、皇居の森との一体性が感じられる場所となっている。 

・田安門、清水門、近衛連隊の遺構等、歴史的な遺構、景観が保全、継承されて

いる。 

・公園内の池については、護岸等が生物が棲みやすい環境になっており、ホタル

などの様々な生物の棲む環境、身近に自然を観察できる場となっている。 

＜将来イメージ＞ 
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千鳥ヶ淵周辺の情報マップ 



 

 


